ィザャ 9 ： 1—6 「クリスマス を 準備しょう ！」 

ク リ ス マスが 近づいて 来 ま した。 来週 はいよ いよ ァ ド ベント〜 待 降 節の 第一 週 
です。 クリスマスの 楽しみ は、 クリスマス を 準備す る こと そのもの のうちに、 
あるので はないで しょ うか？ 

ァメ リカに ター シャ • チュー ダ 一とい う、 とても 素朴な 暮らし をして いた 作家 
がお ります。 ひとり で 自給自足の 生活 をしながら 8 冊 以上の 本 を 書いた 人で、 
2 8 年に 9 2 歳で 天国に 召されました。 彼女 は 毎年 ク リス マスが 近づく と、 
ツリーの 飾りが 入った 箱 を 取り出して、 準備に 取り かかります。 箱の 中には、 
彼女のお 父さん ■ お母さんの 代から ずつ と 使って いる ッ リ 一の ガラス 玉 ゃリボ 
ンが 大切に しまって あります。 ガラス 玉が どんなに こわれやすい か！ リボン 
が どんなに よごれ やすい か！ でも 彼女 は 1 年 前の ツリーの 飾り を 大切に 
大切に 使い 続けて いたのです。 彼女 はとっても 心 を こめて ク リ ス マスの 準備 を 
楽しんで いたんで すね。 

わたしたち も、 来週の アド ベント 第一 週に 向けて、 ツリー を 飾る こと を 始めた 
いと 思います。 そこで、 今日は ツリーに ついて 3 つの こと を 考えて みまし よ う。 

1 ひとつめ は、 ツリーの 光です。 

16 世紀の ことです。 ドイツの 宗教改革 者 マルチン' ルターが、 クリスマスの 
近づいた ある 晚 のこと、 夜空 を ながめながら 散歩して おりました。 闇の 中に き 
ら きらと 輝く 星 を 見て、 ルター は、 その 輝き を ツリーの 上に 移す ことができな 
いもの かと 考えました。 家に 帰る と ツリーの 枝に キャンドル をと りつけ る 工夫 
をし ました。 点々 とまた たく ロウ ソクの 光で 黄金色に 輝く ツリーが、 その 晚、 
生まれた のです。 

聖書の ヨハネに よる 福音書 第 1 章 4 節と 5 節に こう 言われて います。 

「言葉の 内に 命が あった。 命 は 人間 を 照らす 光であった。 光 は 暗闇の 中に 輝い 
ている」 

わたしたちの 生活、 わたしたちの 将来 は、 この 先 どうな つてし ま うんだろう。 
そういう 不安が 心 を 覆って いて、 心が 喑く なって しまい ますね。 自分の ダメさ 
加減に 失望したり、 自分の 心の 醜 さに 嫌気が さしたり して、 いよいよ 心が 暗く 
なって しまい ますね。 まさに 喑 闇です。 



でも、 喑 闇の 中に あって、 わたしたちに 命 を 与える ために 輝いて いる 光が ある 
のです。 それが、 クリスマスに お生まれ になった 方、 イエス' キリストです。 
キリスト は 十字架に つけられ たが、 三日 目に よみがえって、 わたしたちに 永遠 
の 命の 希望 を 与えて くださいました。 命 を 与えて くださる キリスト。 このお 方 
こそ、 闇の 中に 輝く 光です。 ツリーに 使われる の は、 常緑樹と 決まって います。 
厳しい 冬の 中に あっても、 緑の 色 を 失う ことなく、 枯れる ことなく、 寒さ を耐 
え 抜いて、 復活の 春 を 迎える。 それが 常緑樹です。 わたしたち は、 イエス • キ 
リスト を 心の中に お迎え するとき、 常緑樹の ように、 永遠の 命 を 生きる ものと 
される のです。 

2 ふたつめ は、 ガラスの 玉です。 

ツリーに は 赤い ガラスの 玉 をつ りさげ ますが、 もともと は、 赤く 熟した リン ゴ 
をつ るして いました。 いまでも ドイツの 古い 教会で は、 ほんとうの リン ゴをッ 
リーに つるす ところがあります。 

ッ リ 一につ る された 赤い リ ンゴ は、 永遠の 命の 実 を あらわし ています。 

わたしたちの 最初の 父と 母で ある アダムと エバ は、 エデンの 園で、 神様から 食 
ベて はいけ ない と言われ ていた 「善悪の 知識の 木」 になって いた 実 を 食べて し 
まいました。 そして、 エデンの 園から 追われて しまいました。 

歴史に 「もし」 はありません けれど、 もし アダムと エバが、 神様のお 言いつけ 
の とおりま もっていたら、 どうな つていた のでし ようか？ 実は、 エデンの 園 
に は、 もう ひとつ 大切な 木が 生えて いました。 それが 「永遠の 命の 木」 です。 
もし エデンの 園 を 追われる ことがなかったら、 アダムと エバ は 「永遠の 命の 木」 

の 実 を 食べて、 大きな 恵みと 祝福 を 受けて いた ことで しょ う。 

「永遠の 命の 木」 の 実は、 大きな 恵みと 祝福 を 表して います。 それ は、 わたし 
たち 人間が、 神様と まったく 何のへ だても ない 心の まじわり をして、 大きな 恵 
と 祝福 を 心に 深く 味わう ことができる。 それ を 表して います。 

いまの わたしたちの 心 はそう ではありません よね？ わたしたちの 心 は 「善悪 
の 知識の 木」 の 実 を 食べた ので、 いつも こんな 具合です。 「こうな つたの は、 あ 
いつのせ いだ」 「ああな つたの は、 こいつの せいだ」 「いつも、 あいつが わるい 
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んだ」 「あいつ さえい なければ」 「こいつ さえ 死んで しまえば」 ぜんたい 祝福 
を 恵み を 感じる どころ ではありません ね。 

こんな わたしたちの 心 を 救って くださる のが、 イエス 様です。 イエス 様 は 十字 
架に 身代わりに かかって、 わたしたちの 罪深 さ、 愚か さ を、 すっかり 全部 ゆる 
してく ださいました。 だから、 おまえた ち も 互いに 赦 しあいなさい。 わたしが 
赦 したよう に、 おまえた ち も赦し 合いなさい。 そう イエス 様 はおつ しゃって お 
られ ます。 

何の わ だか まりもない 心。 それが 欲しいです よね。 大きな 恵みと 祝福 を 深く 実 
感 できる 心。 卩 永遠の 命の 木」 の 実 を、 イエス 様が わたしたちに 食べさせ てくだ 
さいます。 

3 みっつめ は、 ツリーの てっぺんの 星です。 

今年の ク リ ス マス は、 世界中で いったい 何 本の ッ リ 一が 飾られる のでし よ う。 
しかし、 どの ツリーに も、 てっぺんに は 必ず 大きな 星が つけられ ています。 

この 星 こそ は、 三人の 博士た ち を 赤ちゃん イエス 様のと ころにまで 導いた、 ベ 
ッ レ ヘムの 星 を 表して います。 

聖書の マ タイに よる 福音書 第 2 章 9 節に こうあります。 

「彼ら （三人の 博士た ち） が 王の 言葉 を 聞いて 出かける と、 東方で 見た 星が 先 
立って 進み、 ついに 幼子 （イエス） のい る 場所の 上に 止まった」 

三人の 博士た ち は、 古代に おける 最高の 天文学者 であり 数学者で あ り ま した。 
その 卓越した 知識と 能力で もって、 三人の 博士 は、 救い主と なる 幼子が ユダヤ 
の 国に 生まれる こ と を 割 り 出し ま した。 

しかし 残念ながら、 幼子 イエス 様と、 どこで どう したら 会う ことができ るの 力 \ 
最後の 最後の つめ をす る ことが 三人の 博士た ちに は、 どう しても できませんで 
した。 天文学の 限界。 数学の 限界。 知識と 能力の 限界です ね。 そういう わけで、 
博士た ち は ラタ ダ に 乗 つ て 幼子 を 探す 旅を始 めた ものの、 正確な 場所 はわ か ら 
ない ままの 見切り発車だった のです。 ですから、 博士た ち は エルサレムに 寄つ 
て、 へロデ 王に まみえ て、 幼子 は どこです か、 と 質問し なければ ならなかった 
のです。 
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人間 を 照らす 光で ある イエス 様。 暗い 闇の よ う なわた したち の 心 を あかる く 照 
らす ことので きる イエス 様。 どう したら その イエス 様に 会えます か？ 

大きな 祝福と 恵みの 経験 を。 「永遠の 命の 木」 の 実 を 味わう 幸せ を、 わたしたち 
に 与える ことので きる イエス 様。 どう したら その イエス 様に 会えます か？ 

世界に は 頭の いい 人た ちがた く さんお ります。 頭が 切れる 人た ちがた く さんお 
ります。 しかし、 人間の 知識、 人間の 能力で は、 最後の 最後の つめ をす る こと 
がどう しても できません。 

わたしたちが、 ほんとうに 真実に イエス 様に 出会うた めに は、 わたしたち は ど 
う しても、 べッレ ヘムの 星に よって 導いて もらわなければ なりません。 

聖書 はこう 言って います。 

「彼ら （三人の 博士た ち） が 王の 言葉 を 聞いて 出かける と、 東方で 見た 星が 先 
立って 進み、 ついに 幼子 （イエス） のい る 場所の 上に 止まった。 学者た ち は そ 
の 星 を 見て 喜びに あふれた」 

神様 は、 わたしたちの 心に 光 を 照らし、 わたしたちの 心 を とらえ、 思い を とら 
えて、 イエス 様の もとへ と 導いて くださいます。 すると、 わたしたち は なぜ だ 
か 素直な 思いに なって、 単純な 思いに なって、 イエス 様 を 心の中へ お迎えす る 
ことができる ようにされ るので す。 「ああ、 ほんとう だ。 ほんとうに イエス 様 は 
わたしの ために 十字架に かかって、 よみがえって くださった。 イエス 様 こそ わ 
たしの 救い主 だ」 そのこと がほんとう にわかって、 わたしたちの 心 は 喜びに 
あふれます。 これが、 べッレ ヘムの 星の 奇跡です。 べッレ ヘムの 星 は、 わたし 
たちの 心に 働いて くださる 不思議な 聖霊の み わざ を 表して おり ましよ う。 

むすび 

わたしたちの 心の中へ 幼子 イエス 様 をお 迎えす るた めに、 ク リ ス マスの 準備 を 
始めましょう。 ツリーに キャンドル をと もし、 ガラス 玉 をつ るし、 べッレ ヘム 
の 星 をつ けましょう。 わたしたちの 心に も、 神様の みちびきの 光、 聖霊の 光 を 
いただいて、 イエス 様 をみ つけ、 イエス 様 を 心の 真ん中に お迎えす る ことが で 
きます ように。 そのよう にして、 ほんとうの クリスマス をお 祝いで きる ように 
なりたい ものです。 お祈りいた しましょう。 



4 



